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◆業種 … 建設業・防水工事業
◆加盟社数 … 140社(令和6年5月末現在)
◆受検者数(累計) … 1級 333名、2級40名(令和6年3月現在)

スプレーウレタン・
ウレア工業会

社内検定の構築により、建設業界における防水工法の技能を標準化でき、エンドユーザー
から高い評価と信頼を得ている。また、複数等級化したことで、施工技能者が実務経験
を積み、今後目指すべき姿が明確となり、キャリアプラン(将来の目標)を持って働く
ことにつながるなど、人材の確保•育成・定着におけるプラスの効果も期待されている。
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（ 1 ）社内検定制度の概要
スプレーウレタン・ウレア工業会 ( 以下「SUK」
という ) は、「スプレーウレタン・ウレア工業会社内
検定」について、平成 25 年 10 月に厚生労働大臣の
認定を受け、単一等級による試験を開始した。平成
30 年 3 月、難易度が分かれていない単一等級から、
難易度により 1級 2 級に等級を分けた複数等級に規
程を変更、名称を「SUK超速硬化ウレタンスプレー
施工社内検定」とした。
本検定では、超速硬化ウレタンスプレー専用吹付
け機による吹付け工法により、所定の膜厚で吹き付
けるために必要な知識と技能を測ることとしている。

建築物の防水工事をした場合は、防水性能を保証
することとなっており、その防水性能の品質を確保
するうえで、塗膜厚の確認は重要な要素となってい
る。超速硬化ウレタンスプレー工法は、超速硬化ウ
レタンスプレー材料を、専用吹付け機を用いて吹付
けることで高品質で高物性の塗膜を作り出すことが
できる。漏水などの防止のため防水層の塗膜厚の確
保は重要であり、施工技能者には専用吹付け機の正
しい操作技能と高度な吹付け技能が求められる。超
速硬化ウレタンスプレー工法の需要拡大と、建設の
偽装問題により品質管理を問われた時代背景も相

（ 2 ）背景・目的

まって、これまで親方・職長が伝承してきた経験的
な技能について標準化するため、社内検定を構築し
た。

❶ 認定前
SUK事務局に社内検定実施準備委員会を設置し、
技能検定に携わっている委員など外部からの知識や
技能を積極的に取り入れ、社内検定の構築に向けて
取り組んだ。実技試験における客観性や公平性を担
保するため、試験架台の製作や塗膜厚の測定方法な
どの確立に向け、検証を重ねた。検定の構築の過程
において、内部でノウハウを持っていない場合は、
類似の技能検定や社内検定に携わる社外の人からの

（ 3 ）構築前後の取組
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協力を得ることは重要であった。

❷ 認定後
社内検定運営委員会事務局が中心となり、総務部
会、試験基準部会、検定実施部会の 3部会を設置し、
検定運営の精度向上に取り組んでいる。
また、超速硬化ウレタンスプレー工法の進展と業
界構造の変化を背景に、企業における人材育成や能
力開発のあり方にも変化が見られていることなどを
鑑みて、約 1年 6 か月の期間をかけ、複数等級化に
向けて検討を進め、平成30年3月に規程を変更した。
令和元年より 1級、2 級の複数等級にて試験を開始
した。

SUKでは、総会および支部情報交換会(全国6支部)
で、本検定の実施状況と結果報告を行い、会員企業
に対して、検定合格者に対するインセンティブ・報
酬増加などの付与を盛り込んだ啓発活動を行ってい
る。
また、検定合格者を SUK のホームページ上に掲
載、さらに、実技試験の高得点者については「優秀
合格者」として総会で表彰、記念品を贈呈すること
で、検定合格者の地位の向上につなげている。

（ 5 ）構築の効果・メリット
❶社内検定構築に取り組んだことによる
　メリット
　技能の伝承は、一般的に親方・職長の経験知に頼っ
ているところが見受けられるが、検定の構築により、
建設業界における防水工法の技能を視覚的にわかる
よう標準化した。それにより、施工技能者は「厚み

（ 4 ）人事制度・待遇面との連携

をつけるためには、どのくらい縦横にスプレーを吹
くことが必要であるか」などを意識するようになっ
た。
　また、複数等級化に取り組んだことにより、施工
技能者が実務経験を積み、今後目指すべき姿が明確
となり、超速硬化ウレタンスプレー工法の職種にお
ける技能形成の目標が明確となったことは、大きな
メリツトである。
　施工技能者は、実務経験３年以上で２級を受検し、
見習いから一人前になった「あかし」を得ることが
でき、実務経験７年以上で１級を受検し、親方・職
長として認められて後輩指導もできるようになる。
検定の構築は、施工技能者が「〇年後どんな自分で
ありたいか」という目指すキャリアを実現するため
に目標を持って働けるきっかけとなっている。

❷社内検定を構築し認定を受けたことによる
　メリット
　検定合格者は、正確で精緻な施工ができる技能を
有し、エンドユーザーのニーズに応えることができ
る施工技能者であることを明確にするため、大手建
設会社技術部、大手設計事務所に対し、設計仕様書
の段階で、駐車場や屋上の防水工事は、ＳＵＫ超速
硬化ウレタンスプレー施工社内検定の合格者による
施工である旨明記することを推進する活動を行って
いる。
　高い技能は品質の信頼度向上となり、受注機会が
増加するなど、社内検定制度の社会的な認知度の向
上につながっている。
本検定の複数等級化により、施工技能者の人材の確
保・育成・定着におけるプラスの効果も期待されて
いる。


